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平成26年12月24日 

 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社  新 日 本 科 学 

代 表 者 名 代表取締役会長兼社長 永田 良一

（コード番号：2395 東証一部）

問 合 せ 先 代表取締役副社長 関   利彦

（TEL:03-5565-6216）

 

PPD（米国臨床CRO＊１）との簡易会社分割（合弁事業の開始）に関するお知らせ 

 

当社は、本日の取締役会において、2015 年4 月1 日を効力発生日とし、当社の臨床事業とPharmaceutical 

Product Development, LLC. （以下「PPD」）との合弁事業を開始するため、当社（臨床事業）を分割会社とし、

PPDの日本子会社ピー・ピー・ディー・ジャパン株式会社（以下「PPD Japan」）を分割承継法人（分割後の商号；株

式会社新日本科学PPD）とする会社分割を行うことを決議いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

記 

１．合弁会社の背景と目的 

近年、臨床試験に関するCRO市場は、これまでの国内に限定した臨床試験の実施から多国間で同時に行う国際

共同試験（以下「グローバル試験」）や日本を含むアジア周辺の複数国で同時に行うアジア試験にトレンドが移

りつつありますが、グローバル試験を受注するには、世界で同時に臨床試験を運営・管理・実施できる多国間

のグローバルネットワークの構築が必須であり、いわゆる世界に網羅的に事業所を有するグローバルCRO＊２と

のアライアンスの締結が重要な鍵となります。 

こうした背景の中、当社の臨床事業部門は、グローバル試験のうち日本で実施される試験を受託すべく組織

体制の国際化を進めてまいり、同時にグローバルCROとの提携を模索しておりました。 

一方、PPD （http://www.ppdi.com）は、世界最大手のグローバル臨床CROの一つとして、世界46ヶ国に86拠

点の事業所を有し、多国間でグローバル試験を同時に実施できる環境をすでに構築しており、日本においても

子会社PPD Japan（http://www.ppdi.jp/Japan-Capabilities-JPN.aspx）を通じて、国内における臨床事業の活

動強化を検討しておりました。 

このたび、両社の日本における臨床事業を統合することで、当社は、グローバル試験の国内実施体制の基盤

が強固となり、PPDのグローバルネットワークを活用して、日本国内の臨床試験の受託のみならず、グローバル

臨床試験を含む幅広い試験の受託が可能となります。 

 

２．会社分割の要旨 

（１）分割の日程 

分割契約承認取締役会 平成26年12月24日 

分 割 契 約 書 締 結 平成26年12月24日 

分割日（効力発生日） 平成27年４月１日（予定） 

金 銭 交 付 日 平成27年４月１日（予定） 

※会社分割は、会社法第784条第３項に基づき、当社株主総会の決議による承認を得ずに行います。 
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（２）分割方式 

当社（臨床事業）を吸収分割会社とし、PPD Japanを吸収分割承継会社とします。 

 

（３）会社分割に係る割当ての内容 

当社は、今回の会社分割に伴う対価として、31,920千米ドル（金銭）を受け取ると同時にPPD Japan

が新たに発行する普通株式49,000株の交付を受け、この結果、当社は、株式会社新日本科学PPDの発行

済株式総数100,000株に対して、49％の比率の株式を保有することになります。 

 

（４）会社分割に伴う当社新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

当社が発行する新株予約権については、今回の会社分割により変更はありません。 

 

（５）会社分割により増減する資本金 

会社分割により、当社の資本金に増減は発生しません。 

 

（６）承継会社が承継する権利義務 

合弁会社は、当社の臨床事業部門における資産、契約、その他の権利義務を当事者間契約書に定める

範囲において、当社から承継いたします。 

 

（７）債務履行の見込み 

会社分割後において、承継会社が負担すべき債務の履行の確実性については、何ら問題ないものと判

断しております。 

 

３．当該会社分割に係る割当ての内容の根拠等 

（１）割当ての内容の根拠及び理由 

会社分割に際して、当社が受領する対価の算定については、PPD Japanと当社が分割する臨床事業部門

を事業評価の上、当事者間で協議の上決定いたしました。 

 

（２）算定に関する事項 

当社は割当ての内容を決定するにあたり、先方との協議の中で、過去の両社の収益力をもとに事業評

価すべきと判断し、慎重に確認し、真摯に協議を重ねた結果、本会社分割により当社に交付される金

銭および株式については、合弁会社が新たに発行する普通株式49,000株（合弁会社の49%；38,546千米

ドル）を割当て、残りを金銭（31,920千米ドル）にて交付するとこととなりました。当社は、当該割

当て内容について、本事業統合により合弁会社に承継される当社の事業および資産・負債の価値に見

合うものと判断し、合意しました。なお、算定機関から算定書は取得しておりません。また、当社に

おいても特定の方法による算定はおこなっておりません。 

 

（３）上場廃止となる見込み及びその事由 

該当事項は発生しません。 

 

（４）公正性を担保するための措置 

特段の措置を講じておりません。 

 

（５）利益相反を回避するための措置 

該当事項はありません。 
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４．当事会社の概要（平成26年3月31日現在） 

 承継会社 分割会社 

(１)  名 称 ピー・ピー・ディー・ジャパン 株式会社 株式会社 新日本科学 

(２) 所 在 地 東京都新宿区北新宿二丁目21番1号

新宿フロントタワー20階 

鹿児島県鹿児島市宮之浦町2438番地

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役  

Christopher David Neild 

代表取締役会長兼社長  

永田 良一 

(４) 事 業 内 容 医薬品開発受託事業 医薬品開発受託事業 

(５) 資 本 金 １億3,250万円 90億6,145万円 

(６) 設 立 年 月 日 平成13年10月17日 昭和48年５月18日 

(７) 発 行 済 株 式 数 5,050株 

（分割日までに行う増資により

51,000株に増加する予定） 

39,776,000株 

(８) 決 算 期 12月31日 ３月31日 

(９) 従 業 員 数 28名 1,866名（連結） 

(10) 主 要 取 引 先 PPD DEVELOPMENT (S) PTE LTD アステラス製薬㈱ 

(11) 主 要 取 引 銀 行 ㈱三菱東京UFJ銀行 ㈱鹿児島銀行 

(12) 大株主及び持分比率 PPD International Holdings, LLC.

100.00％

㈱永田コーポレーション19.95％

㈲新日本産業      12.58％

永田良一        5.43％

永田貴久              5.43％

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行㈱

  5.26％

(13)  当事会社間の関係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者への 

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（14） 最近3年間の経営成績及び財政状態                        

決算期 

ピー・ピー・ディー・ジャパン株式会社 株式会社新日本科学（連結） 

平成23年

12月期 

平成24年

12月期 

平成25年

12月期 

平成24年

3月期 

平成25年

3月期 

平成26年

3月期 

純 資 産 （ 百 万 円 ） 120 131 137 4,065 2,782 10,515

総 資 産 （ 百 万 円 ） 243 193 780 33,910 32,994 39,905

１株当たり純資産（円） 23,941 26,116 27,228 116.65 79.04 262.29

売 上 高 （ 百 万 円 ） 679 349 2,237 15,273 17,154 16,926

営 業 利 益 （ 百 万 円 ） 15 12 16 △3,048 △1,428 △723

経 常 利 益 （ 百 万 円 ） 5 10 16 △2,843 △490 △154

当期純利益（百万円） 5 10 5 △3,304 △1,152 △754

１株当たり当期純利益（円） 1,046 2,175 1,111 △96.20 △33.56 △20.11

１株当たり配当金（円） - - - － － －
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５．分割する部門の概要 

（１）分割する部門の内容 

今回の会社分割により分割又は承継する事業は、当社の臨床事業部門のみとなります。 

 

（２）分割する部門の経営成績（平成26年3月期） 

 分割部門（a） 連結実績（b） 比率（a/b） 

売上高（百万円） 3,015 16,926 17.81%

営業利益（百万円） 241 △723 －

 

（３）分割する資産、負債の項目及び金額（平成26年9月30日現在） 

資 産 負 債 

項 目 帳簿価格（百万円） 項 目 帳簿価格（百万円） 

流動資産 848 流動負債 0

固定資産 11 固定負債 0

合 計 859 合 計 0

 分割する資産の金額は、分割予定日の前日までの増減を加除した上で確定されます。 

 

６．分割後の当社（分割会社）の状況 

 当社（分割会社） 

名 称 株式会社  新日本科学（※１） 

所 在 地 鹿児島県鹿児島市宮之浦町2438番地（※１） 

代表者の役職・氏名 代表取締役会長兼社長 永田良一（※１） 

事 業 内 容 医薬品開発受託事業（※１） 

資 本 金 90億6,145万円（※１） 

決 算 期 3月31日（※１） 

純資産（連結） 8,805百万円（※２） 

総資産（連結） 38,079百万円（※２） 

※１ 変更はありません。 

※２ 効力発生日前で金額が確定しないため、平成26年９月30日現在の数値を記載しております。 

 

７．分割後の合弁会社（吸収分割承継法人）の状況 

 合弁会社（吸収分割承継法人） 

名 称 株式会社 新日本科学 PPD 

所 在 地 【東京オフィス】東京都中央区明石町8-1聖路加タワー11階 

【大阪オフィス】大阪府大阪市中央区伏見町2-1-1 

          三井住友銀行高麗橋ビル 

【鹿児島オフィス】鹿児島県鹿児島市宮之浦町2438番地 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 永田良一 

事 業 内 容 医薬品開発受託事業 

資 本 金 19億8850万円（予定） 

決 算 期 12月 

出 資 比 率 PPD International Holdings, LLC. 

株式会社 新日本科学 

51.0％ 

49.0％ 

 

８．会計処理の概要 

本会社分割が該当することが見込まれる会計上の分類は「事業分離」です。そのため、｢事業分離等に関

する会計基準｣及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づき会計処理を

実施いたします。 
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９．今後の見通し 

本会社分割が平成27年３月期の当社業績に与える影響は軽微でありますが、会社分割が平成28年３月

期の当社業績に与える影響については現在精査中であり、業績予想の修正が必要な場合は判明次第速やか

に開示いたします。 

 

（参考）当社連結業績予想（平成26年５月13日公表分）及び前期連結実績 （単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期業績予想 

（平成27年３月期） 
18,288 600 20 △580

前期実績 

（平成26年３月期） 
16,926 △723 △154 △754

 

以 上 

 

*1：CRO 

  Contract Research Organization（受託研究機関）またはClinical Research Organization（臨床試験受

託機関）の略。製薬企業等が実施する医薬品開発に必要な前臨床試験または臨床試験等において、その運営・

管理に関する業務の一部またはほぼ全てを製薬企業等から受託して実施する組織を言います。 

 

*2：グローバルCRO 

世界を網羅的にとらえて臨床試験を運営・管理・実施する多国間ネットワークを構築している国際的規模の

CROのことを言います。 


